
〇テキストはコピーして使ってください。

　吹き出しにテキストボックスを入れたら、

　枠なし、塗りつぶしなしにしてください。

〇吹き出し2種類用意しました。色、大きさ

　はお好みで変更してください。子どもの言

　葉、保育士の言葉、子どもの思い、保育士

　の思い、はそれぞれ変えたほうがいいかな

　と思います。

〇☆と☆の間はタイトル的なもの、その下の

　枠は場面の状況、その下に写真や吹き出し、

　一番下の枠に育ち等入れたらどうかなと思

　います。枠等の大きさや色はお好みで変えて

　ください。

自立心 言葉による伝え合い

☆使いたい！☆

自我が芽生え、自己主張が強くなってくるこの時期は、「○○したい」という気持ちが生まれて

も自分の気持ちを言葉にすることが難しく、玩具の取り合いや、時には噛みつきや引っかきで思い

を表現することもあります。

欲求や思いを大人が受け止め、共感したり、「貸して」「使ってるよ」「入れて」「終わったら

貸すね」など、言葉での伝え方を知らせて仲立ちをしたりすることで、「相手の気持ちに気付く

力」「自分の思いを伝える力」が育ち、友達と関わる力へと繋がっていきます。

ままごとで、自分が遊んでいるコップを友達が使おうとしたので、「使ってる」と伝えた場

面です。お互いに相手の表情を見ています。

使ってる！

使いたいなあ～


